
 

南オーストラリア州（トニー・ジョーンズ） 
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南オーストラリア州 

アダプト・ア・ハイウェイ・プログラム 

 

南オーストラリア州では、アダプト・ア・ハイウェイ・プログラムのことを 

「ロード・ウオッチ」と称している。 

 

  ・管理：KESAB（キープ・南オーストラリア・ビューティフル）  

  ・出資：南オーストラリア州交通局 
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南オーストラリア州 

 

 非常に乾燥した大陸の中の最も乾燥した州 

 面積：100万平方キロメートル、人口：160万人 

 首都：アデレイド（テキサス州ヒューストンと双子都市） 

 オーストラリアで唯一の飲料缶のデポジット制度導入州（他州よりも飲

料缶の散乱ごみは少ない） 

 オーストラリアで唯一のスーパーマーケットのポリ袋を廃止している

州 

 南オーストラリア州の道路脇およびハイウエイ道路脇が、州内でもっと

も散乱ごみが多くみられる場所となっている 
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ロード・ウオッチ（1） 

 

 KESAB が 14 年前に導入し、活動名称を決め、活動を開始した。当初

18団体であったが、現在は 220団体に増加している。 

 社会奉仕団体や地縁団体が 6 割を占め、残り 4 割は学校、個人、家族、

企業などが担っている。 

 ローカル（地方）8割・都会 2割 

 1団体につき 2つのサインボードを立てる。アダプト区間は 2km（2年

間以上、年 4回以上の清掃活動） 
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ロード・ウオッチ（2） 

 

 熱心な団体は何年も継続して活動をしている、またさらに熱心な団体は

ほぼ毎日/毎週担当のエリアをチェックしている。 

 一部の団体は、清掃活動を主に置きながらも、植栽活動も行っている。 

 インターネットを用いた報告システムが導入されているが、団体によっ

ては実際に参加型で活動や事務処理等を好んで行なう。報告された情報

をまとめてニュースレターを作成し、政治家・観光部局等適切な関連部

署へ送付されている。 
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過去に実施した「デュークス・ハイウェイ調査」 

（実施主体：KESAB 2003年 6 月） 

 

 

 調査の目的 

 道路脇のごみをポイ捨てする集団を特定すめるため 

 道路脇に捨てられるごみの種類を特定するため 

（実施地域：タイレム・ベンドからニヒルまでの区間） 
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デュークス・ハイウェイの散乱ごみの傾向（自己申告調査の結果） 

 

 質問：ときたま車の窓から外にゴミを捨てることがありますか？ 

 トラック業者の雇われ運転手 27％ （最も低い） 

 地域住民（高齢層）   44％ 

 地域住民（若年層）   51％ 

 トラックのオーナー運転手  52％ 

 観光客    56％ 

 その他ドライバー   58％ 

 フットボール・ファン  78％ （最も高い） 

 

（感想） 

  ・観光客、高齢層の地域住民、フットボール・ファンの回答には驚いた。 

  ・ポイ捨てごみの 60％が飲食又は煙草等、「口」に関係するごみであった。 
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デュークス・ハイウェイの散乱ごみの傾向（続き） 

 

 質問：車の中にゴミ袋を所持していますか？あるいはゴミは家まで持ち帰っ

ていますか？ 

 

 地域住民（若年層）  12％ （最悪） 

 トラック業者の雇われ運転手 60％ （最良） 

 

 

 質問：車内にごみ箱/ごみ袋があれば、道路の散乱ごみは減るか？ 
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最近取り組んでいるプロジェクト 「車中用ごみ袋」 

 

  （写真 2点） 

 繰り返し使用できる車内用ごみ袋（シンプルなデザイン）10,000個を無

償配布した。 

-導入効果を測定するための調査予算がまだ獲得できていない。 

 南オーストラリア州で最近導入された買い物袋（ポリ袋）の禁止によっ

て、使い捨てではなく、繰り返し使えるショッピングバッグが南オース

トラリア州ではよく使われるようになっている。バッグの裏面には、運

転手に向けた安全運転メッセージが印字されている。 
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過去のプロジェクト紹介「アウトバック（荒野）・パック」 

 

 ～動くアダプト・プログラム～ 

 荒野のトイレ：パックに含まれるもの：ごみ袋、トング、手袋等。４WDク

ラブなど、郊外に行って活動する団体が、使用したトイレ施設をお手入れす

るための道具。 

 報告用紙：切手不要の投函用封筒と報告用紙を入れておき、州内に訪れる観

光客から、ごみや観光の印象等の情報を収集する。 

 州外からの観光客には、積極的にパックを利用していただき、南オーストラ

リアの荒野の自然を楽しんでもらいながら、州内をきれいにするための支援

をしてもらう。 
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過去のプロジェクト紹介 

「運転中の煙草のポイ捨て削減キャンペーン」 

（実施主体：KESAB 2006年 5 月） 

 

 235 件の対面調査を実施し、キャンペーンの趣旨「車の窓から煙草の吸

殻を捨てないで」を説明した。 

 回答者のうち 26％の人は、自分の車の灰皿を使わないと答えた。回答者

のうち 10％の人の車にはそもそも灰皿が備え付けられていなかった。

（南オーストラリア州は最も乾燥した州であるのに） 

 ガソリンスタンドで、煙草をポイ捨てするといった、極めて危険で想像

力に乏しいドライバーのがいることがキャンペーン中に発覚し、驚愕し

た。 

 多くのトラック運転手は運転中に灰皿を使用せずに、バケツを代用して

いることが分かった。（周辺視野で感覚的に投げ入れている可能性があ

り危険） 
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南オーストラリア州のアダプト・ア・ハイウェイ・プログラム 

 

 予算上の課題 – 数年前に大幅な予算削減があり、調整役をしてくれてい

る団体との連絡が事実上、半年間途切れてしまっていて、プログラムの続行

が危ぶまれる深刻な状況にある。改善に向けて取り組み中である。 

 

 


